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ー
間

も
な

く
開

館
ー
 

金
木
町

太
宰
治
記

念
館
 

I III II川川広報かなぎ ② 

『
斜
陽

館
』
 

平
成
八
年
三
月
に
買
収
し
た
作
家

・
太
宰
治
（
 本 
名 

【
津
島
修
治
）
の
生
家
が

こ
の
四
月
か
ら
、
太
宰
が
過
ご
し
て

い
た
当
時

の

〈
源
（ヤ
マ
ゲ
ン

）
・
旧津
島
邸
そ
の
ま
ま
に
、

「
金

木
町
太
宰
治
記

念
館

『
斜
陽
館
」
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
b
 

太
宰
没
後
半
世
紀
を
迎
え
る
今
年
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

の
建
物
は
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
そ
の
姿
を
ほ
と
ん

ど
変
え
る
こ
と
な
く
町
の
中
心
部
に
そ
び
え
建
っ
て
き
ま
し
た
。
 

復
元
修
復
工
事
が
終
わ
り
、
今
後
は
展
示
品
の
整
備
な
ど
を

残
す
だ
け

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
の
様
子
と
こ
の
建
物
の

ル
ー
ツ
を

紹
介
し
ま
す
。
 

(
 

《

u
 



⑨
 
幕
 
末
 

明
治
維
新
以
後
、
士
農
工
商
の

身
分
制
度
が
な
く
な
り
、
版
籍
奉

還
、
廃
藩
置
県
と
新
た
な
施
策
が

講
じ
ら
れ
る
中
、
津
軽
藩
で
も
職

を
失
っ
た
武
士
の
救
済
措
置
と
し

て
「
士
族
帰
農
政
策
」
を
進
め
た
。
 

藩
は
、
十
町
歩
以
上
の
田
畑
所
有

者
に
対
し
、
十
町
歩
を
残
し
て
す

べ
て
を
献
田
も
し
く
は
買
上
げ
、
 

そ
れ
を
士
族
に
分
け
与
え
る
こ
と

に
し
た
。
 

津
島
家
当
主
・
惣
助
は
、
三
町

歩
を
売
り
渡
し
、
農
作
業
に
従
事

す
る
傍
ら
油
売
り
ゃ
荒
物
な
ど
の

行
商
を
し
な
が
ら
金
貸
し
業
を
営

み
、
財
を
蓄
え
て
い
た
。
 

土
地
を
与
え
ら
れ
た
士
族
た
ち

は
、
慣
れ
な
い
農
作
業
と
凶
作
続

き
の
農
業
に
見
切
り
を
つ
け
て
農

地
を
手
離
し
、
移
住
す
る
者
や
転

職
す
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。
 こ

の
土
地
を
次
々
と
買
い
占
め
た
惣

助
は
、
十
三
町
歩
の
小
地
主
か
ら

や
が
て
二
百
町
歩
の
大
地
主
へ
と

な
っ
て
い
く
。
そ
の

一
方
で
、
冷

害
に
苦
し
む
零
細
自
作
農
の
百
姓

た
ち
は
、
わ
ず
か
な
農
地
を
抵
当
 
 に

し
て
金
を
借
り
、
返
済
の
あ
て

の
な
い
ま
ま
自
然
に
小
作
農
家
に

転
落
し
て
い
く
。
 

同
じ
こ
ろ
、
同
様
に
呉
服
商
と

金
貸
し
業
を
営
ん
で
、
県
下
一
の

富
豪
に
の
し
あ
が
っ
た
の
が
五
所

川
原
の
「
布
嘉
」
佐
々
木
嘉
太
郎

で
、
六
百
町
歩
を
所
有
し
て
い
た
。
 

⑥
大
地
主

の
邸
宅
 

子
供
が
な
か
っ
た
惣
助
は
、
義

弟
の
惣
五
郎
と
姪
の
い
し
を
夫
婦

養
子
に
し
た
。
こ
の
夫
婦
の
男
児

は
生
後
間
も
な
く
亡
く
な
っ
て
い

る
。
津
島
家
で
は
、
い
し
の
長
女
 

・

た
ね
に
、
木
造
村
の
旧
家

・
松

木
家
か

ら
四
男
で
あ
る
永
三
郎
 

（
明
治
二十
一
年
、
十
八
歳
）
を

婿
養
子
に
迎
え
る
。
 

松
木
家
は
、
代
々
か
ら
造
り
酒

屋
を
営
ん
で
、
先
の
士
族
帰
農
政

策
で
は
八
十
三
町
歩
を
藩
に
売
り

渡
し
て
お
り
、
津
島
家
よ
り
上
の

豪
農
で
あ
っ
た
。
永
三
郎
の
父
・

八
代
目
七
右
衛
門
の
こ
ろ
は
薬
種

問
屋
を
営
み
、
そ
の
屋
敷
は
九
百

七
十
坪
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
後
年
、
 

太
宰
は
こ
の
薬
種
間
屋
を
訪
れ
る
）
 

永
三
郎
を
迎
え
た
翌
年
、
惣
五
 
 郎

が
亡
く
な
り
、
津
島
家
に
は
惣

助
と
永
三
郎
の
二
人
の
婿
養
子
が

残
る
こ
と
と
な
る
。
惣
助
は
永
1
1
1
 

郎
を
、
三
代
続
い
た
自
分
の
名
前

で
は
な
く
初
代
惣
助
の
前
の
時
代
、
 

潰
れ
か
か
っ
て
い
た
津
島
家
を
再

興
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
津
島
家

ゆ
か
り
の
源
右
衛
門
に
改
名
さ
せ

る
。
 営
ん

で
い
た
金
貸
し

業
も
 

「銀
行
」
と
改
め
、
金
木
銀
行
を

設
立
し
源
右
衛
門
を
頭
取
に
据
え

る
。
 

明
治
三
十
三
年
、
家
督
を
受
け

継
い
だ
源
右
衛
門
は
、
政
治
家
の

道
を
志
す
。
県
議
会
議
員
、
衆
議

院
議
員
、
貴
族
院
多
額
納
税
議
員

と
な
っ
て
い
っ
た
源
右
衛
門
に
と

っ
て
県
議
会
議
員
時
代
に
住
ん
で

い
た
家
は
、
み
す
ぼ
ら
し
く
感
じ

た
の
で
あ
ろ
う
か
？
・
 

富
豪
佐
々
木
家

（
敷
地約
三
千

六
百
坪
、
建
坪
約
九
百
坪
、
明
治

二
十
九
年
に
約
十
万
余
円
で
建
築
）
 

に
は
及
ば
な
い
ま
で
も
、
生
家
松

木
家
並
み
の
屋
敷
に
、
と
思
い
を

馳
せ
た
の
だ
ろ
う
。
大
地
主
に
ふ

さ
わ
し
い
地
位
と
名
誉
を
手
に
入

れ
た
源
右
衛
門
は
、
養
祖
父

・
惣

助
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
明
治
一1
1
 

十
九
年
か
ら
新
築
に
取
り
か
か
り
、
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七
男
 
礼
治
 

明
治
四
十
年
六
月
に
完
成
。
広
い

た
た
き
、
仏
間
、
客
間
、
常
居
（
居

間
）
な
ど
の
配
置
は
木
造
の
生
家

に
、
象
徴
と
も
い
え
る
赤
レ
ン
ガ

塀
や
正
面
の
鉄
格
子
は
小
作
農
騒

動
に
備
え
た
も
の
か
。
そ
の
外
観

は
布
嘉
邸
に
も
似
て
い
る
と
い
わ

れ
、
津
島
邸
と
布
嘉
邸
は
と
も
に

弘
前
市
の
堀
江
佐
吉
が
設
計
に
携

わ
る
。
太
宰
も
小
説
「
津
軽
」
の

中
で
、
松
木
家
に
立
ち
寄
っ
た
際
 
 の

こ
と
を
、
 「
こ
の
家
の
間
取
り

は
、
金
木
の
家
の
間
取
り
と
た
い

へ
ん
似
て
い
る
。
金
木
の
い
ま
の

家
は
、
私
の
父
が
金
木
へ
養
子
に

来
て
間
も
な
く
自
身
の
設
計
で
大

改
築
し
た
も
の
だ
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
る
が
、
何
の
事
は
無
い
、
 

父
は
金
木
へ
来
て
自
分
の
木
造
の

生
家
と
同
じ
間
取
り
に
作
り
直
し

た
だ
け
の
事
な
の
だ
。
私
に
は
養

子
の
父
の
心
理
が
何
か
わ
か
る
よ

う
な
気
が
し
て
、
微
笑
ま

し
か
っ
た
。
そ
う
思
っ
て

見
る
と
、
お
庭
の
木
石
の

配
置
な
ど
も
、
ど
こ
や
ら

似
て
い
る
」
と
書
き
記
し

て
い
る
。
 

津
島
家
は
、
も
は
や
油

売
り
ゃ
木
綿
屋
の
看
板
を

掲
げ
る
必
要
が
無
く
な
っ

た
。
じ
つ
と
し
て
い
れ
ば
、
 

小
作
米
が
入
っ
て
く
る
。
 

大
地
主
の
暮
ら
し
を
支
え

る
小
作
人
た
ち
は
、
近
隣

村
を
含
め
三
百
人
近
く
い

た
ら
し
い
。
そ
の
中
心
に

源
右
衛
門
が
そ
び
え
た
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
源
右

衛
門
も
大
正
十
ニ
年
、
こ

の
世
を
去
る
こ
と
と
な
る
。
 

り
・
民
主
化
によ
る

⑥
）剃
町
が
く

事
 

父
・
源
右
衛
門
の
跡
を
継
い
だ

長
子

・
文
治
は
、
金
木
町
長
、
県

議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
、
そ
し

て
初
代
の
民
選
青
森
県
知
事
、
参

議
院
議
員
と
な
る
。
 

終
戦
後
、

連
合
軍

総
司
令
部
 

(
G
H
Q）
は
財
閥
解
体
や
婦
人

参
政
権
の
新
選
挙
法
成
立
、
農
地

改
革
な
ど
、
日
本
の
民
主
化
を
推

し
進
め
た
。
農
地
調
整
法
が
で
き

地
主
が

一
定
以
上
の
土
地
を
保
有
 

惣

五
郎
 

い
  ・Iレ
 

さ
よ
（
後妻
）
 

津
 

ト
 

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
ヤ
マ

ゲ
ン
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
と
な
る
。
 

田
ん
ぽ
を
失
っ
た
地
主
た
ち
は
、
 

こ
と
ご
と
く
財
を
失
い
没
落
し
て

い
く
。
 ヤ
マ
ゲ
ン
も
二
百
町
歩
以

上
あ
っ
た
田
畑
が
次
々
と
無
く
な

っ
て
い
く
。
創
業
以
来
、
順
調
な

経
営
を
続
け
て
い
た
金
木
銀
行
も

昭
和
十
三

年
、
第
五
十
九
銀
行
 

（
後の
青
森
銀
行
）
に
買
収
合
併

さ
れ
て
今
は
無
い
。
政
治
に
も
金

が
か
か
る
。
意
を
決
し
た
文
治
は

昭
和
二
十
三
年
、
金
木
町
長
の
角
 

ー
た

ね
 

  

き
象
 

ー

竹
次

郎
 

石
原
初
太

郎
ー
 

（広
島
高
等
師
範
学
校
 

地
質
学
講
師
）
 

ノく
ぐ
ら

ー
 

田
唯
五
郎
に
家
屋
敷
を
売
り
渡
す

こ
と
に
な
る
。
県
下
有
数
の
大
地

主
と
な
っ
た
源
右
衛
門
が
財
力
に

任
せ
建
て
た
、
力
と
富
の
象
徴
だ

っ
た
家
を
、
で
あ
る
。
 

そ
の
後
、
唯
五
郎
の
娘
が

一
部

を
改
築
し

「
ヤ
マ
ゲ
ン
」
を
改
め
、
 

「
斜
陽館
」
と
し
て
旅
館
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
経
営
者
が
変
わ

っ
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
旅
館
「
斜
陽
館
」
は
平
成
八
年

に
町
が
買
収
し
、
惜
し
ま
れ
つ
つ

約
半
世
紀
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
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▲富豪「布嘉」佐々木邸。外観を模作したといわれる 

家の家系図‘ 
，勿 

一助 

津
島

源
右
衛

門
ー
 

（
元貴
族
院
議
員

衆
議
院
議
員
）
 

5
 

美
知
子
 

ー
長
女
 
た

ま
 

ー
長
男
 
総

一
郎
 

（生
後
四
十
日
で
死
亡
）
 

ー
次
女
 
と
し
 

ー
次
男
 
勤
三

郎
 

（生
後
七
日
で
死
亡
）
 

ー
「
勇
 
文
治

ー
 

（元
知
事
衆
参
議
院
）
 

れ

い
ー
 

ー
四
男
 
英

治
 

ー
五
男
 
圭
治
 

ー
三
女
 

あ
い
 

ー
四
女
 

き
ょ

う
 

ー
」
ハ
男
 
修
治
（
太
宰
治
）
 

ー
長
女
 
園

子
 

ー
長
男
 
正

樹
 

（
十
五
歳
で
死
亡
）
 

ー
次
女
 

里
子
 

（作
家
 
佑
子
）
 



A真新しい畳が敷かれた大広間 

▲二階和室のふすまには「斜陽」の文字が 

▲小作米の検査が行われた広いたたき 

▲玄関のすぐ横にあるカウンターや金庫跡
銀行跡地かどうかは定かでない 
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難
る
斜
陽
館
 

買
収
後
、
町
で
は
太
宰
が
生
ま

れ
育
っ
た
生
家
に
復
元
す
る
こ
と

で
当
事
の
生
活
を
偲
ば
せ
、
全
国

的
に
も
著
名
な
作
家
の
記
念
館
と

し
て
町
の
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ

う
復
元
修
復
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
 

屋
根
の
全
面
ふ
き
替
え
ゃ
外
壁

の
塗
り
替
え
、
旅
館
業
時
代
に
増

改
築
し
た
部
分
の
撤
去
等
を
実
施
。
 

「木
造
一
部
二
階
建
 
亜
鉛
鉄

板
葺
 
入
母
屋
造
り
主
屋

一
棟
」
。
 

ケ
ヤ
キ
を
使
用
し
た
柱
や
鹿
鳴
館

風
の
階
段
、
天
井
に
は
秋
田
ス
ギ

を
使
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぽ
総

ヒ
バ
造
り
。

一
階
十
一
室
百
五
十

坪
、
二
階
八
室
百
坪
で
赤
い
レ
ン

ガ
塀
や
豪
華
な
庭
園
な
ど
か
ら
従

来
の
栄
華
が
偲
ば
れ
る
建
物
。
 

や
は
り
こ
の
建
物
と
そ
れ
に
関

わ
っ
た
人
物
は
、
金
木
町
と
は
切

っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
強
い
紳
で
 
 結

ば
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
 

源
右
衛
門
は
、
自
費
を
投
じ
て
金

木
地
方
の
産
馬
改
良
に
貢
献
し
た

ほ
か
、
県
内
で
は
五
番
目
の
火
力

発
電
所
の
創
設
。
文
治
は
、
政
治

家
と
し
て
各
方
面
で
活
躍
。
ま
た
、
 

津
軽
鉄
道
の
開
通
に
会
社
設
立
発

起
人
と
し
て
尽
力
し
た
人
。
そ
し

て
太
宰
治
。
 

農
地
改
革
で
財
を
成
し
、
農
地

改
革
で
財
を
失
い
、
激
動
の
時
局

を
生
き
て
き
た
彼
ら
の
残
し
て
く
 
 れ

た
財
産
が
、
金
木
町
の
財
産
と

な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
 

町
は
今
、
太
宰
治
記
念
館
『
斜

陽
館
」
オ
ー
プ
ン
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
誇

り
の
も
て
る
町
づ
く
り
、
自
信
の

も
て
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
そ

の
扉
は
間
も
な
く
開
か
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
 

終
わ
り
に
あ
た
り
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
金
木

町
太
宰
会
‘
会
長
木
下
巽
氏
、
 

写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
五
所
川
原
市
史
編
纂
室
の

方
々
に
、
あ
ら
た
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

・

【参
照
】
 

津
島
家
の
人
び
と
 



ナス5度の楽園 1tZ5I鷲 
～地吹雪体験ツアー～ 

一
 2
0
 1
0
 o
 
1
0
 2
0
 

2
0
 1
0
 
o
 1
0
 2
0
 

‘
説
明
を
受
け
な
が
ら
か
ん

じ
き
を
つ
け
る
参
加
者
 

'I'll川I町広報かなぎ ⑥ 

‘
陰
の
主
役
「
金
太
郎
」
 

ト
気
温
 
巧
で
 

毎

爾
 

▲ツアーの成功を願いおはらいを受ける 

▲
寒
さ
も
な
ん
の
そ
の
ー
」
 

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
 

暖
冬
は
ど
こ
へ
や
ら
。
 

雪
、
雪
、
雪
。
 

今
や
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
、
 一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
冬
の
観
光
の

目
玉
「
地
吹
雪
体
験
ッ
ァ

ー
」
が

一
月
二
十
五
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
迎
え
ま
し
た
。
 
 

▲「こんなの初めて」と馬ソリ体験を楽しむ 

リ
ザ
ー
ド
」
」
と
名
付
け
中
里
町
、
 

市
浦
村
、
小
泊
村
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

津
軽
体
験
の
最
終
日
を
迎
え
た

一
行
は
、
名
物
の
ス
ト
ー
ブ
列
車

に
揺
ら
れ
金
木
駅
に
到
着
し
バ
ス

移
動
。
町
中
は
小
雪
が
ち
ら
つ
く

程
度
で
、
 
「今
年
も
地
吹
雪
は
お

預
け
か
」
と
、
心
配
す
る
声
も
で

は
じ
め
た
矢
先
、
会
場
の
藤
枝
地

区
に
近
付
く
に
つ
れ
て
視
界
が
悪

く
な
り
吹
雪
模
様
。
 
「地
吹
雪
で

一
寸
先
も
見
え
な
く
な
る
津
軽
」
 

と
は
こ
の
こ
と
か

ー
…
 
・
・

近
年
の
地
吹
雪
体
験
は
、
晴
天
ば

か
り
と
嘆

い
て
い
た
関
係
者
も
 

「絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と

ほ
く
ほ
く
顔
？
・
 

「覚
悟
は
決
め
て
き
た
」
と
参

加
者
は
、
説
明
を
受
け
な
が
ら
モ

ン
ぺ
、
角
巻
き
、
か
ん
じ
き
姿
の

地
吹
雪
ル
ッ
ク
に
変
身
し
、
さ
っ

そ
う
と
雪
原
の
中
へ
。
あ
ま
り
の

風
の
強
さ
と
地
吹
雪
に
「
気
持
ち

は
前
へ
と
い
く
も
の
の
、
体
は
そ

の
場
で
立
ち
往
生
」
。
転
倒
者
続

出
に
笑
い
声
さ
え
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
情
緒
あ
ふ
れ
る

馬
ソ
リ
体
験
ゃ
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
に
地

酒
「
地
吹
雪
」
で
冷
え
き
っ
た
体

に
暖
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
 

A強風と地吹雪に悪戦苦闘 

「区
切
り
の
十
周
年
を
終
え
て
、
 

初
心
に
帰
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と

主
催
す
る
津
軽
地
吹
雪
会

（
会長
 

n
角
田
周
）
関
係
者
。
首
都
圏
か

ら
今
回
参
加
し
た
親
子
や
夫
婦
ら

十
四
人
は
地
方
へ
の
移
住
希
望
者

な
ど
で
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
す
ネ
 

ー
ミ
ン
グ
も
「
さ
ら
ば
東
京
ー
津

軽
へ
来
い
へ
え
 「
I
タ
ー
ン

・
ブ
 

(
 


